
どーする？
防水リニューアル

組合員用

北海道防水改修事業協同組合

露出アスファルト防水下地編

2024年度



被せ改修可能 被せ改修不可

ﾊﾞﾘﾎﾞｰﾄﾞを使用しない

CAS-2M等

全面撤去
各種新規防水
または
他工法の検討

膨れが少ない 膨れが多い

PSS-1
PSS-2S

GSS-1
GSS-2S

ZSL-1
ZSL-2S等

断熱無 断熱有

PSS-2S
GSS-2S
ZSL-2S等

ﾊﾞﾘﾎﾞｰﾄﾞを使用

PBS-2S
バリボード＋GCS-2S
バリボード＋ZSL-2S等

①

② ③

④

露出アスファルト防水

改質アスファルト系防水改修の検討

P.1



既存：露出アスファルト防水 P.2

改修：改質アスファルト系防水への改修 撤去工事

「〇」必要な項目
「△」は状況により判断

項　　　　　目 単位 ⓵ ② ③ ④ 備　　考

ドレンストレーナー撤去 か所 〇 〇 〇 〇

ドレン上皿撤去 か所 〇 〇 〇 〇

立上り防水層撤去 ㎡ 〇 〇 〇 〇

防水層撤去部ケレン清掃 ㎡ △ △ △ △

立上り天端端末金物撤去 ｍ 〇 〇 〇 〇

立上り端末金物撤去 ｍ 〇 〇 〇 〇

立上り水切り金物撤去 ｍ △ △ △ △

立上り水切り金物撤去・復旧 ｍ △ △ △ △

改修用ドレン撤去（既存に施工されている場合） か所 〇 〇 〇 〇

歩行用アスファルト成形板撤去（既存に施工されている場合） ㎡ △ △ △ △

脱気筒撤去 か所 △ △ △ △

雨水侵入箇所　防水層撤去（既存に確認される場合） ㎡ △ △ △ △

平面部脆弱箇所　防水層撤去（既存に確認される場合） ㎡ △ △ △ △

著しい膨れ・段差部　断熱材撤去 ㎡ △ 断熱材不良、膨れ

著しい膨れ　アスファルト防水撤去 ㎡ △ 断熱材良好、膨れ

金属笠木撤去・復旧（場合による） ｍ △ △ △ △

金属笠木撤去・新設（場合による） ｍ △ △ △ △

ドレン廻り防水層撤去 箇所 〇 〇 〇 〇



既存：露出アスファルト防水 P.3

改修：改質アスファルト系防水への改修 下地調整工事

「〇」必要な項目
「△」は状況により判断

項　　　　　目 単位 ⓵ ② ③ ④ 備　　考

高圧洗浄 ㎡ 〇 〇 〇 〇
漏水が確認される場
合は、協議

配管基礎ジャッキアップ（既存に施工されている場合） か所 〇 〇 〇 〇

ドレン廻りモルタル下地修正 か所 △ △ △ △

防水層膨れ部　切開、炙り戻し ㎡ 〇 〇 〇 △

膨れ部　パッチ補修（必要に応じ） ㎡ △ △ △ △

立上り部　撤去箇所雨養生 ㎡ △ △ △ △
ｱｽｸﾞﾗﾝﾄﾞ
1ｍｍ程度

下地活性材塗布 ㎡ 〇 △ ﾘﾍﾞｰｽ

下地不陸調整剤塗布 ㎡ △ 〇 △ △ ｸｰﾙﾍﾞｰｽ

雨水侵入部撤去部箇所　段差修正 ㎡ △ △ △
ｱｽﾌｧﾙﾄ防水増し張り
等

脆弱部撤去箇所　段差修正 ㎡ △ △ △ △
ｱｽﾌｧﾙﾄ防水増し張り
等

断熱材撤去部　断熱材新設 ㎡ △ ｷﾞﾙﾌｫｰﾑ

平面部　アスファルト防水撤去部、増し張り ㎡ 〇

アスファルトパネル新設 ㎡ 〇
ﾊﾞﾘﾎﾞｰﾄﾞS
ﾊﾞﾘﾎﾞｰﾄﾞPS



既存：露出アスファルト防水 P.4

改修：改質アスファルト系防水への改修 防水工事

「〇」必要な項目
「△」は状況により判断

項　　　　　目 単位 ⓵ ② ③ ④ 備　　考

平面部　改質アスファルト系防水新設 ㎡ 〇 〇 〇 〇

立上り部　改質アスファルト系防水新設 ㎡ 〇 〇 〇 〇

保護塗料塗布 ㎡ 〇 〇 〇 〇 SPﾌｧｲﾝｶﾗｰ等

銅製改修用ドレン新設 か所 △ △ △ △ ﾘｰﾄﾞﾚﾝC

ドレンキャップ新設 か所 △ △ △ △ ﾄﾞﾚﾝｷｬｯﾌﾟ190等

脱気筒新設 か所 △ 〇 〇 △ ｽﾃﾝﾚｽﾍﾞｰﾊﾟｽG等

立上り天端端末金物新設 ｍ 〇 〇 〇 〇 ﾌﾗｯｼｭｴｯｼﾞ70A等

立上り端末金物新設 ｍ 〇 〇 〇 〇 ｱﾝｸﾞﾙ30L等

立上り水切り金物新設 ｍ 〇 〇 〇 〇 ﾌﾗｯｼｭﾄｯﾌﾟ60等

端末シーリング新設 ｍ 〇 〇 〇 〇 GCﾗｲﾝ等

歩行用アスファルト成形板新設
（軽歩行、基礎の保護を求める場合）

㎡ 〇 〇 〇 〇 ﾊﾞﾘｷｬｯﾌﾟ

保護材新設（雪庇・つらら等の保護を求める場合) ㎡ △ △ △ △



OASL-3SC 等

膨れが少ない
ﾊﾞﾘﾎﾞｰﾄﾞを使用

膨れが多い

OATB-3S 等

断熱無 断熱有

被せ改修可能 被せ改修不可

①

③

④

②

ﾊﾞﾘﾎﾞｰﾄﾞを使用 ﾊﾞﾘﾎﾞｰﾄﾞを使用しない
全面撤去
各種新規防水
または
他工法の検討

露出アスファルト防水

ウレタン塗膜防水改修の検討

P.5



既存：露出アスファルト防水 P.6

改修：ウレタン塗膜防水への改修 撤去工事

「〇」必要な項目
「△」は状況により判断

項　　　　　目 単位 ⓵ ② ③ ④ 備　　考

ドレンストレーナー撤去 か所 〇 〇 〇 〇

ドレン上皿撤去 か所 〇 〇 〇 〇

立上り防水層撤去 ㎡ 〇 〇 〇 〇

防水層撤去部ケレン清掃 ㎡ △ △ △ △

立上り天端端末金物撤去 ｍ 〇 〇 〇 〇

立上り端末金物撤去 ｍ 〇 〇 〇 〇

立上り水切り金物撤去 ｍ △ △ △ △

立上り水切り金物撤去・復旧 ｍ △ △ △ △

改修用ドレン撤去（既存に施工されている場合） か所 〇 〇 〇 〇

歩行用アスファルト成形板撤去（既存に施工されている場合） ㎡ △ △ △ △

脱気筒撤去 か所 △ △ △ △

雨水侵入箇所　防水層撤去（既存に確認される場合） ㎡ △ △ △ △

平面部脆弱箇所　防水層撤去（既存に確認される場合） ㎡ △ △ △ △

金属笠木撤去・復旧（場合による） ｍ △ △ △ △

金属笠木撤・新設（場合による） ｍ △ △ △ △

ドレン廻り防水層撤去 箇所 〇 〇 〇 〇



既存：露出アスファルト防水 P.7

改修：ウレタン塗膜防水への改修 下地調整工事

「〇」必要な項目
「△」は状況により判断

項　　　　　目 単位 ⓵ ② ③ ④ 備　　考

高圧洗浄 ㎡ 〇 〇 〇 〇
漏水が確認される場
合は、協議

配管基礎ジャッキアップ（既存に施工されている場合） か所 〇 〇 〇 〇

ドレン廻りモルタル下地修正 か所 △ △ △ △

防水層膨れ部切開、炙り戻し ㎡ 〇 △ △ △

膨れ部パッチ補修（必要に応じ） ㎡ △ △ △

防水層膨れ部切開 ㎡ △ 〇 △ △

膨れ部パッチ補修（必要に応じ） ㎡ △ △ △ △

立上り部　撤去箇所雨養生 ㎡ △ △ △ △
ﾏﾙﾁｸﾞﾗﾝﾄﾞ
1ｍｍ程度

下地樹脂モルタル塗布　立上り ㎡ 〇 〇 〇 〇
ﾏﾙﾁｸﾞﾗﾝﾄﾞを塗布した
場合は不要

下地活性材塗布 ㎡ △ △ ﾘﾍﾞｰｽ

下地不陸調整剤塗布 ㎡ △ △ △ △ ｸｰﾙﾍﾞｰｽ

雨水侵入箇所撤去部　段差修正 ㎡ △ △ △
ｱｽﾌｧﾙﾄ防水増し張り
等

脆弱部撤去箇所段差修正 ㎡ △ △ △
ｱｽﾌｧﾙﾄ防水増し張り
等

断熱材撤去部、断熱材新設 ㎡ △ ｷﾞﾙﾌｫｰﾑ

平面部　アスファルト防水撤去部、増し張り ㎡ 〇

アスファルトパネル新設 ㎡ 〇 〇 ﾊﾞﾘﾎﾞｰﾄﾞPS



既存：露出アスファルト防水 P.8

改修：ウレタン塗膜防水への改修 防水工事

「〇」必要な項目
「△」は状況により判断

項　　　　　目 単位 ⓵ ② ③ ④ 備　　考

平面部　ウレタン塗膜防水新設 ㎡ 〇 〇 〇 〇

立上り部　ウレタン塗膜防水新設 ㎡ 〇 〇 〇 〇

銅製改修用ドレン新設 か所 〇 〇 〇 〇 ﾘｰﾄﾞﾚﾝC

ドレンキャップ新設 か所 〇 〇 〇 〇 ﾄﾞﾚﾝｷｬｯﾌﾟ190等

脱気筒新設 か所 △ △ △ △ ｽﾃﾝﾚｽﾍﾞｰﾊﾟｽG等

端末シーリング新設 ｍ △ △ △ △ OTｼｰﾙ等

防滑性ビニル床シート新設
（基礎の保護、防滑性を求める場合）

㎡ 〇 〇 〇 〇 ﾋﾞｭｰｼﾞｽﾀ

端部金物新設 ｍ △ △ △ △

保護材新設（雪庇・つらら等の保護を求める場合) ㎡ △ △ △ △



風の影響が少ない 風の影響が多い
（高層建築物・沿岸地域など）

VT-U815CC 等 VT-U815免振-CC 等

被せ改修可能 被せ改修不可

騒音不可騒音可

① ②

全面撤去
各種新規防水
または
他工法の検討

他工法の検討

露出アスファルト防水

塩ビシート防水改修の検討

P.9



既存：露出アスファルト防水 P.10

改修：塩ビシート防水への改修 撤去工事

「〇」必要な項目
「△」は状況により判断

項　　　　　目 単位 ⓵ ② 備　　考

ドレンストレーナー撤去 か所 〇 〇

ドレン上皿撤去 か所 〇 〇

立上り天端端末金物撤去 ｍ 〇 〇

立上り端末金物撤去 ｍ 〇 〇

立上り水切り金物撤去 ｍ △ △

立上り水切り金物撤去・復旧 ｍ △ △

改修用ドレン撤去（既存に施工されている場合） か所 〇 〇

歩行用アスファルト成形板撤去（既存に施工されている場合） ㎡ 〇 〇

脱気筒撤去 か所 〇 〇

雨水侵入箇所　防水層撤去（既存に確認される場合） ㎡ △ △

平面部脆弱箇所　防水層撤去（既存に確認される場合） ㎡ △ △

著しい膨れ・段差部　断熱材撤去（既存断熱工法の場合） ㎡ △ △ 断熱材不良、膨れ

金属笠木撤去・復旧（場合による） ｍ △ △

金属笠木撤去・新設（場合による） ｍ △ △

ドレン廻り防水層撤去 箇所 △ △



既存：露出アスファルト防水 P.11

改修：塩ビシート防水への改修 下地調整工事

「〇」必要な項目
「△」は状況により判断

項　　　　　目 単位 ⓵ ② 備　　考

高圧洗浄 ㎡ 〇 〇
漏水が確認される場
合は、協議

下地清掃 ㎡ △ △

配管基礎ジャッキアップ（既存に施工されている場合） か所 〇 〇

ドレン廻りモルタル下地修正 か所 △ △

防水層膨れ部　切開、炙り戻し ㎡ △ △

膨れ部パッチ補修（必要に応じ） ㎡ △ △

雨水侵入部撤去部箇所　段差修正 ㎡ △ △
ｱｽﾌｧﾙﾄ防水増し張り
等

脆弱部撤去箇所　段差修正 ㎡ △ △
ｱｽﾌｧﾙﾄ防水増し張り
等

断熱材撤去部、断熱材新設 ㎡ △ △ ｷﾞﾙﾌｫｰﾑ



既存：露出アスファルト防水 P.12

改修：塩ビシート防水への改修 防水工事

「〇」必要な項目
「△」は状況により判断

項　　　　　目 単位 ⓵ ② 備　　考

平面部　塩ビシート防水機械的固定工法新設 ㎡ 〇 〇

立上り部　塩ビシート防水機械的固定工法新設 ㎡ 〇 〇

保護塗料塗布 ㎡ △ △ VTｺｰﾄC等

塩ビ製改修用ドレン新設 か所 〇 〇 VTﾄﾞﾚﾝ

ドレンキャップ新設 か所 〇 〇 ﾄﾞﾚﾝｷｬｯﾌﾟVT

脱気筒新設 か所 △ △ VTﾍﾞｰﾊﾟｽ

入隅鋼板新設 ｍ 〇 〇 UP-6等

立上り天端端末鋼板新設 ｍ 〇 〇 UP-4A等

立上り端末鋼板新設 ｍ 〇 〇 UP-5等

立上り水切り金物新設 ｍ 〇 〇 VTﾄｯﾌﾟ等

端末シーリング新設 ｍ 〇 〇 VTｼｰﾙ等

防滑性ビニル床シート新設
（軽歩行、基礎の保護、防滑性を求める場合）

㎡ 〇 〇
U20を採用の場合は
軽歩行は可能

保護材新設（雪庇・つらら等の保護を求める場合) ㎡ △ △


